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発行  秋田県立横手高校同窓会 関西美入野会 

 （事務局：kansai.miirino@gmail.com） 

 

〔全日制〕 
12 月 8 日、大阪・梅田のホテル

に修学旅行生を訪ね、激励しまし

た。京都の神社仏閣見学ではなく、

「USJ」体験がメインとのこと。自

由行動後の 20：30 から時間を頂

き、206 名の代表の方に関西美入

野会の定番記念品であります学問

の神様「北野天満宮」の「学業鉛筆」

を「関西へ、関西への大学へも来て

ください」等の願いとともに鈴木会

長（65 期）よりお渡ししました。 

 

 

 

 

 

 

 

〔定時制〕 

11 月 12 日、定時制（青雲館）

修学旅行生（29 名）への激励会を

開催しました。役員 4 名が京都駅

近くのホテルを訪ねました。スケジ

ュールの関係で一堂に会して頂く

ことが難しい状況で、生徒さんの夕

食中の食堂へお邪魔することとな

りました。記念品として関西美入野

会吉例の学問の神様「北野天満宮」

の鉛筆をお渡ししました。 

10 月 18 日（土）、大阪・京橋で 

2025 年 10 月 18 日、総会、修

学旅行生激励会と並ぶ関西美入野

会のビッグイベント「いものこ会」

を開催しました。初参加の 121 期 

同志社大学法学部 1 回生の鈴木舜

さん、美入野会本部より 71 期鈴

木副会長にもおいで頂き 計 17 名

のご参加、65 期鈴木会長より 43

期 97 歳の安田先輩が、なんと 8

月にシンガポールで開催のマスタ

ーズ国際水泳大会で金メダルを獲

得とのすごい！凄すぎる！！ニュ

ースをご紹介頂き、その金メダリ

スト安田先輩の乾杯ご発声でスタ

ートしました。今回も食材は会場

の徳田商店「京橋ちくも」社長、徳

田信子さん（大仙市出身）にご手配

願いましたが（いつもありがとう

ございます）、根っこつきのセリの

白い根っこ部分が、なんと秋田か

らの輸送中前後の暑さにより、「ア

メデ？しまった」とのこと、こんな

ところにも昨今の異常気象が影響

しておりました。しかしその他ふ

んだんな食材を醤油ベースの味付

けで、美味しくやわらかな いもの

こや秋田の地酒を堪能し、何杯も

のおかわり、安田先輩の金メダル

のお話で盛り上がり、みなさんに

近況をお伝え頂き、そして吉例と

なりました 63 期石田前会長の「ふ

れ～、ふれ～横手 それっ～」のエ

ールでお開きとしました。秋田か

ら遠く離れた大阪の地で秋田の味

や校歌や団歌で横手高校を思いだ

す楽しいひと時「これなば、やっぱ

り来年もやらねばねんしな！」と

毎年の幹事一同でした。 

徳田信子さん（徳田商店社長）には、貴重な根付きセリがたっぷり入ったいものこ汁をご提供いただきました。 

金メダルの実物を首にか

けて報告する安田さん

（43 期、上）。今回は現役

学生の鈴木さん（121 期）

も参加し、世代間交流を楽

しみました。 

修学旅行生を 
激励しました 

ホテルではスタッフの皆さんによ

る歓迎メッセージが後輩たちを

優しく迎えていました。 
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豪雪に見舞われるふるさとから、各地の雪まつりの便りが届いてい

ます。横手市では伝統の「かまくら」の開催日程が 2 月 13～14 日に

変更されました。「梵天」は神事のため変更なく１６～１７日に開催と

のこと。湯沢市では 14～15 日に「犬っこまつり」です。雪を吹き飛

ばす子どもたちの歓声が聞えてきそうです。（写真は各団体 HP） 

〔投稿募集します〕 

エッセイや詩歌、写真など何でも大

歓迎です。詳しくは事務局まで。 

ふるさとの雪まつり便り届く 

照井彬弘 随想詩集 

『我楽多集』から 

和英俳句 五首 
 
燦と照る 正月の陽の 温（ぬく）さ哉 
Shining brilliantly 
the sun of the New Year 
ah its warmth 
 

金色（こんじき）に 蜜柑の群果 冬うらら 
Being golden 
many fruits on orange trees 
this warm winter 

 
屠蘇酌めば 背筋を伸ばす 粛味かな 
Drinking “Toso” 
the taste of solemn 
which straightens my spine 
 

芹なくも 七草粥の 年の開（あ）け 
Lack of an essential herb “Seri” 
but with the seven-herbs rice-gruel 
new year opens 
 

寒中の 鏡開きや 餅固し 
In cold winter 
rice cake is hard to cut 
at the event “Kagamibiraki” 

 
注釈： 屠蘇、七草粥、芹、鏡開きなどの言葉は適訳語が難しく、
英語俳句には不向きだが、正月の句なので、ここでは敢えてそれ
らを用いた。（2025年1月11日） 
 
◆『我楽多集』は照井彬弘さん（55 期）が日々書きためた作品をまと

めた私版書です。その中から季節にふさわしい作品をピックアップし

て掲載します。 

美入野会（横手） 
事務局長に福田さん 
美入野会（横手）は、2025 年 9 月 30 日付けで退

任された渡部幸伸事務局長（72 期）の後任として、

福田誠さん（68 期）を三役会において委嘱しました。

福田さんは 11 月 1 日付けで事務局長に就任しまし

た。 

福田さんは学習塾経営で、横手市サッカー協会会

長を勤めているとのことです。 

 

佐藤美入野会前会長が顧問に 
美入野会（横手）は 2025 年 10 月、佐藤良吉前会

長の顧問就任を決めました。佐藤顧問は会長在任中、

地域職域美入野会の位置付けを明確にし、会則改正、

会報の発行継続と効率的な会費納入方法の改善等、

コロナ禍を乗り越え美入野会の活動の発展に尽力さ

れました。 

佐藤さんは関西美入野会総会やいものこ会にもた

びたび参加され、本会との連携強化に努められまし

た。 

「雪おろシグナル」活躍中！ 
国の防災科学技術研究所、新潟大学、京都大

学の三者が共同で開発をした積雪重量分布情

報「雪おろシグナル」が秋田

県でも活躍中です。ご実家

エリアの状況確認に役立て

てはいかがでしょうか。 

https://seppyo.bosai.go.

jp/snow-weight-akita/ 
↑「雪おろシグナル」

へのアクセスはこちら 


